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「東京・神奈川・埼玉埋蔵文化財関係財団普及連
携事業 公開セミナー」は当センター・公益財団法
人かながわ考古学財団・公益財団法人埼玉県埋蔵文
化財調査事業団による連携事業で、平成 20 年度か
ら毎年開催しています。各財団が行った発掘調査や
研究の成果を広く皆様にお伝えするとともに、財団
の業務や役割についても理解を深めていただくこと
を目的に行っており、今回で第 18 回目となります。

今回は埼玉県埋蔵文化財調査事業団の主催で、「弥
生時代が終わるころ ～ムラのカタチとヒト・モノ
の流れ～」と題し、令和８年２月７日（土）に埼玉
県さいたま市の「埼玉会館」にて開催しました。セ
ミナーは、渡辺 清志氏（埼玉県埋蔵文化財調査事
業団）によるテーマの趣旨説明、福田 聖氏（埼玉
県埋蔵文化財調査事業団）・島﨑 瑛美調査研究員（当
センター）・齊藤 巧真氏（かながわ考古学財団）に
よる三都県の基調報告、小倉 淳一先生（法政大学
文学部史学科教授）による記念講演、そしてミニシ
ンポジウムという内容でした。

■開催の趣旨

弥生時代後期から終末期は紀
元１～３世紀に当たります。こ
のセミナーでは当時の南関東の
様相を、神奈川・東京・埼玉の
土器・集落・希少財に注目して
見ていきます。

【土器】 土器の「型
けい

式
しき

」は、地縁・血縁集団によっ
て維持されていると考えられます。弥生時代後期は
個性的な顔つきの土器が割拠し複雑な状況を呈する
ことが知られており、出自の違う集団が共生する地
域社会が想定されています。

【集落】 有名な佐賀県 吉
よし

野
の

ヶ
が

里
り

遺跡には幾重にもム
ラを取り巻く環

かん

濠
ごう

があり、「争乱の時代」を意識さ
せます。しかし関東地方の環濠はすぐに埋まってし
まっていたり、そもそも環濠がつくられない場合も
あるなど、防御機能は形骸化しています。こうした

違いの背景や関係性についても考えていきます。
【希少財】 弥生時代後期には剣や釧

くしろ

（腕輪）等の鉄
製品や、銅

どう

鏃
ぞく

や小
しょうどうたく

銅鐸等の銅製品、勾
まが

玉
たま

やガラス玉
等の玉類といった希少財の出土が急増します。これ
らはいくつかのルートで関東地方にやってきたと考
えられています。異なる出自を意識しつつも価値観
は共有している複雑な社会の様相を見ていきます。

■基調報告１　埼玉県の様相

埼玉県内の土器は後期前葉には
中部高地系の岩

いわ

鼻
はな

式
しき

で占められて
いましたが、後期中葉までには東
海系の下

しも

戸
と

塚
つか

式
しき

がその範囲を席巻
します。その後、岩鼻式は吉

よし

ヶ
が

谷
やつ

式
しき

へ、下戸塚式は弥
やよいちょうしき

生町式へと文
もん

様
よう

要素を引き継いで移行しますが、県北西部では吉ヶ
谷式、大宮台地や低地部では下戸塚式と分布域は分
かれています。この２つの土器分布圏は住居形態の
違いも伴っており、下戸塚式・弥生町式の住居は平
面形が隅

すみ

丸
まる

方
ほう

形
けい

で柱は四本、炉
ろ

は１つという駿
す る が

河・
相
さ が み

模・武
む さ し

蔵と共通した住居形態ですが、吉ヶ谷式の
住居は長方形で柱は四本以上、炉は複数設けられる
のが一般的です。後期中葉以降は多くの環濠集落が
つくられますが、規模が小さく、跨

また

いで渡れてしま
うものもあるほどで、環濠の防御的性格は形骸化し
ています。希少財に関しては埼玉県域では小銅鐸は
出土しませんが、海外からの舶

はく

載
さい

品
ひん

であるガラス玉
などが土器分布圏に関わらず出土するため、土器分
布圏を超えて物流を調整する人物の存在が窺えます。

■基調報告２　東京都の様相

都内では、特に現在の北区・荒
川下流域右岸の武蔵野台地東縁部
に複数の大規模な集落が密集して
います。今回はそのうち 7 遺跡を
取り上げます。各集落から出土す
る土器には東京湾西岸や東海地域

渡辺　清志氏

福田　聖氏

島﨑　瑛美
調査研究員
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の影響が見られる在地系土器や、東海地域からの外
来系土器が多いため、これらの集落に暮らした人々
の源流は東海地域にあり、在地の人々と交わり北上
していく中で集落を形成したと考えられます。大規
模集落に発展したのは、荒川に近く交通の要衝で
あったためでしょう。東海地域や北関東地域など
様々な地域の土器や、金属製品、ガラス小玉が多く
出土する集落には、モノの流通を掌握した有力者が
いたのかもしれません。集落間では、土器の様相や
住居の廃絶時に赤

あか

砂
ずな

を撒く祭
さい

祀
し

様
よう

式
しき

などが共通して
おり、在地の伝統を継承しつつ外来の文化も受容す
る様相が想定されます。

■基調報告３　神奈川県の様相

神奈川県内の土器は、中期末に
はほぼ全域で宮

みや

ノ
の

台
だい

式
しき

が使われて
いましたが、後期になると相模湾
岸では主に東海系の土器が、東京
湾岸では沿岸部で宮ノ台式の伝統
を継ぐ久

く

ヶ
が

原
はら

式
しき

系土器、内陸部で
中部高地の影響を受けて成立した朝

ちょうこうじばらしき

光寺原式が出土
するようになり、地域差が発現します。住居は環濠
の内外につくられ、環濠の防御機能は形骸化してい
ます。金属製品は中期後半には鉄製の農工具が中心
でしたが、後期には新しく銅製品も出土するように
なり、器

き し ゅ

種も多様化します。海外からの舶載品とさ
れるガラス小玉ももたらされており、様々な流通経
路が想定されます。異なる土器分布圏からも同一器
種の希少財が出土することから、土器分布圏を超え
て一定の価値観が共有されていたと推察されます。

■記念講演 

ここでは中期から後期にかけてどのように社会が変
化したかを概観し、各地域を理解する糧

かて

にしたいと思
います。南関東に本格的な弥生集落が出現する中期中
葉は集落が少数点在する状況でしたが、中期後葉にな
ると数が増え、環濠を持つ集落も顕在化します。しか
し関東地方の環濠は小規模で、防御施設としては形骸
化しているとも考えられます。環濠を掘る行為は、人々
の絆を深め、居住地の体裁を整え、縄張りを内外に示
すための象徴的な活動だったのではないでしょうか。
なお、後期の環濠集落は中期よりも小型化し、環濠も
さらに省力化されますが、一方で環濠を持たない大集

落もあり、人々が集住するよ
うになった一面もあったよう
です。中期中葉には墓制にも
変化があり、それまでの再

さい

葬
そう

墓
ぼ

とは異なる方
ほう

形
けい

周
しゅう

溝
こう

墓
ぼ

が一
般化します。墓の様相からは、
集落の構成員はある程度平等
に扱われていたと想定されま
す。その後、後期には希少財の副葬例が増加するため、
リーダーの存在が顕在化してきたことや、集団間に鉄
や青銅製品などの外来物資を仲立ちとした共通の観念
が育っていること、利害を調整し鉄の道具などを末端
まで行き渡らせることに腐心する複数のリーダーがい
たことが想起されます。今後は南関東各地における弥
生文化の実像に迫る必要があり、各地で進んでいる遺
跡の調査成果に期待しています。

■ミニシンポジウム

弥生時代が終わるころの三都県の様相について、
以下のことが確認されました。

【土器】 三都県とも東海地方の影響を受け、土器型
式が大きく変化するが、小地域の独自性を維持した
異なる土器分布圏が併存する状況が認められる。竪
穴住居跡の構造も同じ傾向であり、アイデンティ
ティの異なる集団が共生する社会像が想定される。

【集落】 後期には環濠集落が小規模になるが、環濠
のない大集落も一般化する。これは、中期のフロン
ティア的開発と異なり、河川流域を隅々まで耕作す
るための選択とも考えられる。一方、異なる土器分
布圏が共存することから、集団意識を高めるために
環濠を掘った可能性もある。防御機能は形骸化して
いるため、南関東では武力崇拝は希薄だったようだ。

【希少財】 三都県とも後期には希少財の出土例が増
える。その流通経路は多様であり、細かく分かれる
土器分布圏を貫く広域のネットワークが存在してい
た。希少財を副葬される人物はそうした流通に携わ
る地域のリーダーであっただろう。関東でも全国同
様、リーダーが生まれる動きが始まっていた。

　本セミナーは霙
みぞれ

の降る中、満員御礼となりました。
弥生時代が終わるころ、異なる文化を持つ隣人と共
生した南関東の社会像が、来場者の胸に刻まれたこ
とと思います。　　　　　　　　　　（宮本　由子）

齊藤　巧真氏

小倉　淳一先生
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 遺跡だより

 世田谷区　西台遺跡

147 所在地　：	 世田谷区成城九丁目
調査期間 ：	 2025 年 8 月～ 2026 年 12 月（予定）
調査面積：	 約 1,700㎡

　現在、世田谷区成城九丁目では、西
にしだい

台遺跡 ( 世田
谷区遺跡 No.158) の発掘調査を行っています。西
台遺跡は仙

せんがわ

川右岸に張り出した高台に立地してお
り、過去３度の調査によって縄文時代の集落が所在
したことが明らかとなっています。
　今回の発掘調査では、これまでに竪

たてあなじゅうきょあと

穴住居跡 11
軒をはじめ、土坑や柱穴など多数の遺構が検出され
ています。出土遺物も多く、勝

かつさか

坂式土器や加
か そ り

曽利 E
式土器、打

だ

製
せい

石
せき

斧
ふ

、磨
すり

石
いし

、石
いし

皿
ざら

、石
せき

鏃
ぞく

など様々な石
器が見つかっています。
　発見された竪穴住居跡は、いずれも縄文時代中期
前葉から後葉にかけて造られたものでしたが、造ら
れた時期によって建物の構造が異なるのが面白い点
です。距離にして 5m、隣り合うように検出された
加曽利 E1 式期（約 4,900 年前）の SI015 と、勝坂
１式期（約 5,300 年前）の SI016 の 2 つの竪穴住
居跡を例に挙げ、その違いを見てみましょう。
　SI015 の平面形は隅

すみ

丸
まる

方
ほう

形
けい

で、屋根を支えた柱の
痕跡は建物の四隅で見つかりました（写真１）。壁
の内側には壁面の崩落を防ぐために木材を据えた溝
状の掘り込みが廻

めぐ

っていました。建物の南壁際では、
出入りに使用する梯

はし

子
ご

（階段）が据
す

えられた窪
くぼ

みが

見つかり、周囲の床はガチガチに踏み固められてい
ました。出入口の奥には深

ふか

鉢
ばち

の上半部を埋めた炉
ろ

が
備え付けられ、炉の脇には平べったい石が置かれて
いました（写真２）。調理のための作業台として使
用されたのでしょうか。
　一方、SI016 の平面形は楕

だ

円
えん

形
けい

で、柱は六角形状
に配置されていました（写真３）。壁際の溝状の掘
り込みは認められませんでした。炉は中央からやや
西寄りに設けられており、深鉢の下半部を埋め、そ
の隣に楕円形の石を「コ」字状に組むという特徴的
な形態をしていました（写真４）。周囲の土が熱に
より変質していたため、ここで火が焚かれたのは間
違いなさそうですが、土器が埋められていた部分と
石で囲われた部分で、何らかの使い分けがされてい
た可能性もあります。調査で確認できたこれらの「違
い」は、SI016 が造られてから SI015 が造られるま
でのおよそ 400 年間に、住居の造り方の流行が変
わっていったことを示しているのかもしれません。
　今後、発掘調査は縄文時代集落の中央部へと足を
踏み入れていきます。時期による違いだけでなく、
集落内での位置関係や建物の性格による構造の違い
が見出せられれば一層面白いですね。（岩井　聖吾）

写真４　SI016 の炉（南西から）写真 3　勝坂１式期の SI016（北から）

写真 1　加曽利 E1 式期の SI015（北西から） 写真２　SI015 の炉（東から）
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　 あの遺跡はあの遺跡は現現
い まい ま

在在！ ?　Vol.26！ ?　Vol.26

―　東京消防庁府中消防署　府中市武蔵国府関連遺跡　―
　このコーナーでは発掘調査時と現在の写真を比べながら、調査後の遺跡がどのように変わったのかご紹介します。

武
む さ し こ く ふ か ん れ ん い せ き

蔵国府関連遺跡は府中市域の約１/ ５を占める

広大な遺跡です。その範囲には古代武蔵国の国府が

広がっていました。同遺跡ではこれまで府中市教育

委員会を中心に延べ 2000 回を超える発掘調査が

行われてきました。今回ご紹介するのは当センター

が平成 19 年度に実施した府中消防署の建替工事に

伴う調査です。調査地点は京王線府中駅から徒歩 7

分ほどの府中市寿
ことぶきちょう

町 1 丁目に所在します。これは

国府の中心の「国
こく

衙
が

」があったとされる大
おおくにたまじんじゃ

國魂神社

から北北西に 600m ほど離れた位置にあたります。

調査では平安時代を中心とする竪
たてあなたてものあと

穴建物跡 24 棟、

掘
ほったてばしらたてものあと

立柱建物跡 10 棟をはじめ、多数の遺構が見つか

りました。

　特に注目されるのは、八
はっかきょう

花鏡の発見です。銅製の

小さな鏡ですが完存しており、背面には左右に小さ

な鳥、上下にはそれぞれ花枝の文様が鋳
い

出
だ

されてい

ます。唐
とうきょう

鏡を手本に日本で鋳造されたと考えられま

す。鏡は楕円形の掘り込みから出土しており、地鎮

などの儀礼に伴って埋納されたものと想定されてい

ます。同型の鏡の出土例は全国的にも稀ですが、長

野県岡谷市の榎
えのきがいといせき

垣外遺跡での出土例も、官
かん

衙
が

的な遺

構群に伴っており、両者の共通性が窺えます。

武蔵国府関連遺跡のこれまでの調査成果は「府

中市立ふるさと府中歴史館」や「府中市郷土の森博

物館」などでみることができます。また、JR 府中

本町駅の前では、現地で見つかった国
こく

司
し

の館跡のジ

オラマ展示や VR スコープによる再現映像も楽し

めます。春になり温かくなってきた今日この頃、古

代の歴史散策を楽しんでみてはどうでしょうか。

（武内　啓）

◆調査成果が掲載された報告書

2008『府中市武蔵国府関連遺跡』東京都埋蔵文化財センター

調査報告書　第 228 集　東京都埋蔵文化財センター

※写真２・３は上記報告書より引用

写真 1写真 1 写真 2写真 2

写真 3写真 3 写真 4写真 4

写真１　現在の府中消防署。撮影した早朝時も消防隊員たちによる器材のチェック作業の声が響いていました。
写真２　発掘調査で見つかった「八花鏡」。径 6.3 ～ 6.5㎝、厚さ 2.0㎜、重量 32g の小さな銅鏡ですが、貴重な発見例となりました。

写真３　府中消防署建て替えに伴う調査で見つかった遺構群。白い円は掘立柱建物の柱穴跡です。
写真４　JR 府中本町駅前にあるジオラマ。この場所で見つかった国司館で、国司が都から赴任した時の儀式の様子を再現しています。

※当センターの令和 8 年度企画展示「入門！多摩の遺跡たち」

でも武蔵国府関連遺跡の出土遺物を展示しています。
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東京都立埋蔵文化財調査センターの令和 8 年度企
画展示は「入門 ! 多

た ま

摩の遺跡たち」と題して、東京の
西半分、多摩地域にある興味深い遺跡たちをご紹介し
ます。当センターのある多摩ニュータウンもその中に含ま
れ、研究史上も重要な遺跡が数多くある多摩地域です
が、まとまった形で展示するのは意外にもはじめて。今
回はそんな新展示について簡単にご紹介します。

そもそも「多摩」ってなに？
「多摩」という言葉が具体的にどこを指しているの

か、みなさまはご存知でしょうか？「多摩
4 4

動物公園」
は有名ですし、東京の最も西にあるのは「奥多摩

4 4

町」、
当館が位置するのは「多摩

4 4

市」、神奈川県川崎市には
「多摩

4 4

区」と、「多摩」の名前を冠する場所は数多く
あるわけですが、では「多摩地域」とはどこなのでしょ
う？ 結論から言えば、「多摩地域」とは、島嶼部を除
いた東京都の西側、23 区以外の地域を指す言葉です。
一時は神奈川県に属していたりとさまざまな沿革を経ま
したが、1893 年 ( 明治 26 年 ) の東京府編入以降東
京の一部となり、現在では 400 万人以上の人が居住し
ています。都道府県別の人口を見ると全国 10 位の静
岡県が約 360 万人ですから、多くの道府県よりも大き
な人口をもち、経済規模や存在感を誇る多摩地域です
が、同時に 30,000 年以上にわたる歴史をもち、数々

の興味深い遺跡を秘めた場所でもあるのです。

多摩の多
4

は多
4

彩の多
4

?
多摩地域と一口にいっても、西側には山地、多摩川

以南には丘陵、以北には台地、またそれぞれの内部に
は多摩川に代表される大小の河川によって堆積した沖
積低地というように多種多様な環境があり、長い歴史
の中で、多くの人々がさまざまな営みを連綿と続けてきま
した。調べれば調べるほど、このような複雑で色とりど
りな歴史を単線的な「多摩の歴史」というラベルでま
とめてしまうのはかえってもったいないことのように思わ
れてきます。そこで、今回の展示では、そんな多様な環
境、長い時間の中で形成されてきた多彩な遺跡たちを、
あえて時代や地域もバラバラに並べ、それぞれの個性
豊かなあり方を感じていただくことにしました。角を曲が
ると、思ってもみないような歴史と次 に々出会える、そん
な多摩の遺跡巡りの小さな旅を楽しんでいただければ
幸いです。

ご紹介するのはこんな遺跡たち
展示の主役はそれぞれの多摩地域の遺跡、そしてそ

こから出土した出土品たちです。次はそんな主役たちを
いくつかご紹介することにしましょう。

武武
む さ し だ いむ さ し だ い

蔵台蔵台遺跡 ( 府中市 )遺跡 ( 府中市 )
武蔵台遺跡は東京都最古級の旧石器が出土した、

研究史上も著名な遺跡です。立川ローム X 層出土の石
器類は約 35,000-36,000 年前のものと推定されていま
す。アフリカで発生したホモ・サピエンスはその後世界

A Small Journey through 
the Archaeological Sites 

of Tama Area

令和 8年度東京都立埋蔵文化財調査センター企画展示

への
ご招待

多摩川

甲州街道

青梅街道

国道16号線

吉祥寺

町田

多摩センター

八王子

拝島
立川

青梅

奥多摩 下宿内山遺跡

土屋塚古墳

武蔵台遺跡

武蔵国府関連遺跡
四軒在家遺跡

綾部原遺跡

なすな原遺跡

滑坂遺跡

前田耕地遺跡

八王子城

JR東日本
小田急電鉄
京王電鉄
西部電鉄
多摩モノレール

主要道路

鉄道路線（一部）

展示で紹介する多摩の遺跡の位置
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中に進 出し、 約 38,000
年前に日本列島に到達し
たとされます。武蔵台遺跡
から出土した旧石器の年
代はこの年代と近く、この
地域に到達した人類集団
がほどなく残したものと考
えられます。これほど古い
石器群は全国的に見てもまだ少なく、その内容の豊富
さからも、日本列島の後期旧石器時代の始まりを考え
る上で重要な資料と位置づけられてきました。小さな石
器たちの向こうに見える「東京」ひいては「日本」の
はじまりという大きな物語に思いを馳せてみて下さい。

滑滑
なめざかなめざか

坂坂遺跡 ( 八王子市 )遺跡 ( 八王子市 )
横浜線の八王子みなみ

野駅の近くにあった滑坂
遺跡は、縄文時代中期の
環状集落です。縄文時代
中期は大規模な遺跡が多
く見つかる、関東縄文の
最盛期とも言われる時代。
当センターの展示室にも
多摩ニュータウンから出土
した中期の土器は多く並
んでいますが、今回は同じ中期でも常設展示に並んで
いるものとは異なる形態の土器たちを選びました。これぞ

「縄文」というダイナミックな造形の土器たちは縄文好
きのみなさまに必ず喜んでいただけると思います。

四四
しし

軒軒
けんけん

在在
ざざ

家家
けけ

遺跡 ( 国立市 )遺跡 ( 国立市 )
多摩川中流域に存在す

る 7 世紀の古墳群から、
直刀や勾

まがたま

玉、首飾り等を
展示します。当時貴重だっ
たガラスや金属、水晶等
を使って作られた装飾品
類は古墳に眠る有力者の
権威を物語ります。7 世紀
は多摩川中・上流域で群
集墳※が盛んに造営される
時期で、本遺跡もその一
つです。畿内から与えられ

たと考えられる銀
ぎんぞうがん

象嵌の直刀は、大化の改新という大
きな政治的・社会的変革を控えた、文献資料の少な
いこの時期の多摩の地の様子を伺わせる貴重な資料で
す。普段の展示では見られない華やかな装身具をぜひ
お楽しみください。
※小規模の古墳がまとまって作られる古墳群

下下
したじゅくうちやましたじゅくうちやま

宿内山宿内山遺跡 ( 清瀬市 )遺跡 ( 清瀬市 )
下宿内山遺跡は江戸時

代の農村の遺跡で、昭和
50 年代に発掘が行われ
ました。華やかな大名屋
敷や大都会江戸ではなく、
村落を大規模に発掘する
例は、多摩ニュータウン
遺跡群を除くと現在に至る
までも希少です。まして江
戸時代の考古学的研究が
現在ほど盛んでなかった
黎明期に行われたという
点で、極めて革新的な調
査でした。掘り出された遺物からは、当時の景観や人々
の生活が浮かび上がります。

「入門」という言葉にこめた思い
展示室では他にもさまざまな遺跡たちがみなさんのご

来館を待っています。なかなか一同に会することのない
出土品たちを展示しましたので、ぜひこの機会に足を
お運び下さい。そして、本展示で興味を持たれた方は、
ぜひ多摩地域の各市町村の遺跡を巡り、博物館を訪ね
てみて下さい。今回の展示は、貴重な文化財を快くお
貸しいただいた各自治体や館のご協力があって開催が
かないました。タイトルの「入門」という言葉には、本
企画をきっかけにして、多摩地域の歴史や埋蔵文化財
に関心をもたれる方が増えてほしいという思いを込めて
います。多摩地域には、興味深い歴史を秘めた遺跡や、
素晴らしい遺物が展示される博物館が、今回ご紹介す
る以外にもまだまだ沢山あります。お越しいただいた皆
様が本展示を「入門」として、それぞれの多摩の遺跡
巡りの旅に踏み出していただければ、主催者としてこれ
以上の喜びはありません。　　　　　( 舟木　太郎 )

石器接合資料
（武蔵台遺跡出土）

陶磁器類
（下宿内山遺跡出土）

阿玉台式深鉢
（滑坂遺跡出土）

水晶製切子玉
（四軒在家遺跡出土）
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年間行事予定表
令和８年度 お申込み方法はホームページをチェックしてね！

令和８年
度も

とまいぶ
んで

楽しもう
！

行事名 対 象 行事名 対 象

「縄文の村」自然観察会(1) 大人向け 3日 (土)

企画展示解説会(1) どなたでも 4日 (日)

縄文の布作り(1) 大人向け トンボ玉作り(1) 大人向け

勾玉･耳飾り作り(1) 大人向け トンボ玉作り(2) 大人向け

6月 27日 (土) 古代の糸作り(1) 大人向け
学芸員ギャラリートーク
「大昔の多摩を語る」(2)

どなたでも

とまいぶん解説ツアー(1) どなたでも 企画展示関連講演会(2) どなたでも

映像上映会(1) どなたでも 24日 (土) 考古学講座 大人向け

親子 勾玉作り(1) 親子等 30日 (金) 特別展示解説会(1) どなたでも

親子 勾玉作り(2) 親子等 特別展示解説会(2) どなたでも

25日 (土)
親子 縄文土器作り
（8月15日の野焼きと合わせて
　全2日間の参加が必須です）

親子等 企画展示解説会(2) どなたでも

29日 (水) 親子で縄文の森あそび 低年齢向け とまいぶん解説ツアー(3) どなたでも

お子さま勾玉作り(1) 低年齢向け 縄文土器の野焼き(2) どなたでも

お子さま勾玉作り(2) 低年齢向け
学芸員ギャラリートーク
「大昔の多摩を語る」(3)

どなたでも

親子 火おこし道具作り 親子等 火おこし体験会 どなたでも

親子 縄文の布作り 親子等 企画展示関連講演会(3) どなたでも

15日 (土) 縄文土器の野焼き(1) どなたでも 28日 (土) 調査研究員講演会(1) どなたでも

お子さま考古学教室(1) 低年齢向け 5日 (土) 縄文たき火まつり どなたでも

お子さま考古学教室(2) 低年齢向け 企画展示解説会(3) どなたでも

お子さま考古学教室(3) 低年齢向け 企画展示関連講演会(4) どなたでも

お子さま考古学教室(4) 低年齢向け 火おこし体験会 どなたでも

親子 勾玉作り(3) 親子等 調査研究員講演会(2) どなたでも

親子 勾玉作り(4) 親子等 企画展示解説会(4) どなたでも

親子で縄文土器と友達になろう! 親子等 企画展示関連講演会(5) どなたでも

とまいぶん解説ツアー(2) どなたでも 企画展示解説会(5) どなたでも

9日 (水) 古代の糸作り(2) 大人向け 調査研究員講演会(3) どなたでも

学芸員ギャラリートーク
「大昔の多摩を語る」(1)

どなたでも 企画展示解説会(6) どなたでも

企画展示関連講演会(1) どなたでも 遺跡発掘調査発表会 どなたでも

縄文の布作り(2) 大人向け

勾玉･耳飾り作り(2) 大人向け

(火・祝)

(土)

4月

5月

７月

8月

9月
3月

1月

12月

11月

10月

(土)

(土)

23日

12日 (土)

(土)

13日

3日

23日 (木)

30日 (木) 7日

19日

(土)

14日 (土)

12日 (土)

縄文土器作り
（11月7日の野焼きと合わせて
　全3日間の参加が必須です）

大人向け

11日 (土)

(木)

17日 (土)

11日 (土)

9日 (土) 8日

日程(予定) 日程(予定)

30日 (水)

2月

1日 (土)

20日 (木)

20日

21日 (金)

23日 (日)

26日 (水)

火おこし体験会 とまいぶん解説ツアーNEW! NEW!親子 縄文土器作り大好評 !

※日程は変更になる場合があります。
　開催の約 1 か月前までにホームページに公開される
　詳細ページをご確認の上、お申込みください。
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※今号の表紙： 令和８年度企画展示出陳遺物 所蔵・収蔵： 東京都教育委員会、八王子市教育委員会、府中市教育委員会、町田市教育委員会、国立市教育委員会、
　　　　　　狛江市教育委員会、清瀬市教育委員会、府中市郷土の森博物館、くにたち郷土文化館

8 たまのよこやま 144


